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　人生100歳時代を乗り切るために、みなさんは
何が必要とお考えですか？　十分な栄養・十分な
睡眠が必要なのは明白ですが、次に必要なもの
はというと、私は運動だと思います。こと栄養と睡
眠については、過不足やその質もなんとなくわか
りやすい感じがしますが、運動は量や質だけでな
く、運動の種類も多くあるため、それほど単純で
はありません。そこで、みなさんができる、最もシ
ンプルな運動、「歩く」についてお話ししましょう。
「走る」でもいいのですが、ご高齢の方には敷居
が高く少々難しいかもしれませんから。
　私がおすすめする歩き方は、歩幅は小さめで、
かかとの外側から着地し、親指の裏まで踏み込む
ようにするものです。健康番組などでは、大股で
歩くことがよく推奨されますが、膝や腰に負担が
かかりやすくなるので注意が必要です。歩数は、
日常生活の活動プラス１時間程度の歩行で良い
でしょう。その結果として1日6,000歩でもかまわ
ないのです。無理に1万歩も歩く必要はありませ
ん。

　また歩く姿勢についても提案があります。双子
の姉妹として100歳を数えた「きんさん、ぎんさ
ん」を覚えていらっしゃいますか。お二人とも実に
お元気でしたが、背中が曲がっていましたよね、
お二人に限らず、これくらい長寿であれば、多く
の方は背骨が変形して腰が曲がってしまうもの
です。ところが、それよりも手前の70歳代くらい
のころから、お尻の筋力が低下して、背をそらす
力が減ってしまうために、腰が曲がってくる方が
あります。これは特に女性で顕著となります。こ
の姿勢には恥ずかしさを感じる方が多いようで、
残念なことに膝を曲げて対応されてしまうので
す。でも、腰が曲がってい
ても、膝はできるだけ伸
ばしきるように歩いた方
が良さそうです。
　100歳まで毎日、体の
理（ことわり）を感じながら
「歩く」習慣をつけましょ
う。

新宿 メディカル センター !!
「認知症」の講義を開催

院内ニュース

　2018年9月14日（金）
当院の健康教室「みんな
の保健室」にて、精神科
部長の黒沢顕三による
「認知症」の講義を開催
しました。

看護学校「創立60周年記念祝賀パーティ」ー
　JCHO東京新宿メディカルセンター附属看護専
門学校は、昭和33年に東京厚生年金看護学院とし
て開校し、平成26年の設置主体変更に伴い現学校
名へ改称しています。今年開校60周年を迎え、平
素よりご厚誼を賜っている講師の方々や新宿区の
地域医療を支えられている方々をお招きして
2018年10月12日（金）に祝賀パーティーを開催し
ました。

JCHO学会開催

　2018年11月16日
（金）にJCHO学会が開
催され、全国のJCHO病
院のスタッフがあつまり
研究成果を発表しあい
ました。

ダビンチのシミュレーションを開催

　2018年11月30日
（金）に12月からダビン
チでの手術が開始され
るにあたり、院内スタッ
フのシミュレーションを
開催しました。

初めてのダビンチ手術

　2018年12月13日
（木）に当院での初めて
のダビンチによる前立
腺がん手術が行われま
した。

かかりつけ医のラックを新設

第２回「 1 0 0歳まで歩く」
1 0 0歳までシリーズ！

歳歳100100
祝祝
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急増すると予測されていた前立腺がんですが、その増加ス
ピードは想像以上であり、2015年には胃がんをぬいて日本の
男性がかかるがんの第一位となってしまいました。前立腺がん
は高齢者に多いがんです。今後日本ではさらに高齢化がすす
みますから、なんとか前立腺がんへの対策をたてなければなり
ません。当院では、2018年12月にロボット手術機器ダビンチ
が、2019年4月に3テスラ-MRI（磁気共鳴画像）診断装置が導
入されます。2016年より使用している高精度放射線治療機器
トモセラピーや関連する診療部門の力を結集して、高度な前立
腺がん診療が可能となりました。
前立腺がんの診断においては、MRIの進歩が目覚ましく、
MRIとエコーをドッキングさせた前立腺生検検査も行われるよ
うになってきました。当院でもMRIのがん疑い部位を狙う標的
生検を施行しています。3テスラ-MRIはこれまでより詳しくが
んを描出できるため、さらに診断の精度が向上します。手術療

法に関して、ダビンチが導入されてロボット手術（ロボット支援
前立腺全摘除術）がはじまります。骨盤の奥深くにある前立腺
に対して、繊細な操作で安全で確実な手術を行なうことができ
ます。また、高精度放射線治療器トモセラピーは、前立腺がん
の病巣に集中して放射線を照射し、まわりの正常組織への影響
を最小限に抑えることが可能です。当院に導入されたこれらの
高精度治療により、患者さまの負担を少なくしてがんの根治を
目指すようにます。一方、進行がんや再発がんに対する薬物療
法に関しても、新規治療薬の開発は進んでいます。これまで治
療に難渋した高リスクの転移性がんや再発・再燃がんの治療に
も希望がもてるようになりました。
血液PSA（前立腺特異抗原）検査を通じてかかりつけ医と連
携をはかることによって、スクリーニングから、診断、根治治療、
再発がんの治療、そして緩和医療や在宅での看取りまで、当院
での前立腺がん診療のトータルケアが達成できるようになり
ました。ぜひご利用ください。　　　　泌尿器科　赤倉功一郎

当院では、1年に2-3ヶ月、北海道のJCHO登別病院に内科医
の派遣を行なっています。
今年度、私は6月・9月にそれぞれ2週間ずつ、計1ヶ月間の派遣
に行ってきました。
2回目の赴任中、2018年9月6日に発生した北海胆振東部地
震にて私も被災の経験をしました。
停電・断水状態は２日程で回復しましたが、食料や水の充足に
は1週間程度を要しました。
東京でも今後30年以内に地震が起きるとも言われており、非
常事態に備えての備蓄の重要さを再確認しました。
地震発生後は病院も停電状態・自家発電のみの供給となって
いたため、レントゲンなど一部の医療機器が使用できない状態

でした。幸い登別地域は震度の割に被害が少なかった事と、登
別病院が災害拠点病院ではない事もあり、重症患者の搬送は
ありませんでした。一方、要介護度の高い患者さまがライフラ
インの停止に伴い自宅での介護が困難となり、病院に緊急避
難の依頼を頂くケースが少なからずありました。災害時の医療
の実際を少しでも経験でき、大変貴重な機会となりました。

当院は、平成27年2月より、東京都の災害拠点病院の認定を頂
きました。万が一大規模災害が発生した際にも、地域住民の皆
様のお役に立てる様に病院としての役割と果たしていきたい
と思います。

前立腺がんのトータルケア北海道胆振地震の派遣体験記

泌尿器科　木藤広樹

内科　能田雅人

地震発生日の
コンビニの様子
なにもない！！！


